
 

 

 

                                                

 
  

 

 

 

 

 

 

令和 6年度も佐藤利恵校長先生のもと、力強くスタートしました。 

今年度のテーマは「また明日も来たくなる学校」です。毎年行っている学校評価では、

「学校生活が楽しい」と答える児童生徒数の割合が年々減少しています。また、様々な

事情で学校に足が向きにくくなっている児童生徒数は微増の状況があります。「来て良

かった。明日も楽しみ」と思えるような、児童・生徒ファーストの学校づくりを進めて

参ります。保護者の皆様、地域の皆様もどうかお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

新 1年生 3４名と新任職員 17名が加わり、全校児童生徒３８９名、職員７

４名による令和６年度がスタートしました。4月４日の入学式では、恒例とな

っている 9年生と手をつなぎ入場するかわいらしい 1年生の姿が見られまし

た。たくさんの方から祝福され、本校で過ごす義務教育 9年間の始まりです。 

 

理念：「信濃町に誇りをもち、次代を担う人材の育成」 ～学びに向かう力と温かな人間性の涵養～ 

〒389-1313 長野県上水内郡信濃町古間 491 ℡026-255-2373 

令和 6 年 4 月 

発行 渡辺 誠 

No.1 

 し・な・の 
 ○じぶんでできる（主体的）・○なかまとなかよく・○のびのびげんき 

また明日も来たくなる学校 



児童生徒会テーマ  

「結晶」～心をつなぎ 笑顔をつなぎ 人をつなぐ～ 
三本柱 夢と希望 全力チャレンジ 思いやりの心 

全校児童生徒 389 人を束ねる鳥山智元会長が掲げる児童生徒会テーマは「結晶」

です。上級生は下級生を労り、下級生は上級生に憧れ尊敬し、同級生は切磋琢磨し合

い、お互い思いやりの心を持って生活する中で、どのような結晶が作り上げられるの

か。今年も楽しみです。 

 

 

 

宮原啓一教頭以下、新たに１８名の職員を迎え、総勢７４名の職員集団となりました。信濃町の子ども

たちのために精一杯勤めさせていただく所存です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 新学期がスタートして３週間がたちました。各学年の学校生活も軌道に乗り、１年生も慣れてきたとこ

ろで、１年生を迎える会が行われました。この会は、初等部リーダーとなった４学年が企画運営する最初

の大きな行事です。「じゃんけん列車」「猛獣狩りに行こうよ」「パプリカダンス」で遊んだ後は、４年生か

ら「しおりのプレゼント」「１年生の歌」「くす玉割り」と盛りだくさんの内容でした。１年生を温かく歓迎

する気持ちとみんなで楽しみたいという願いを形にした素晴らしい会となりました。一つ学年が上がった

２・３・４年生の成長と大きな声で校歌まで歌えてしまう１年生の姿をうれしく思いました。 

相談窓口について 

心配なことやわからないことがございました

ら、学級担任または下記の職員にご相談くださ

い。また、スクールカウンセラー（SC）、スク

ールソーシャルワーカー（SSW）と教育相談を

行うこともできます。 

神谷梨枝（養護教諭） 大平奈々子（養護教諭）  

渡辺 誠（副校長）  宮原啓一（教頭） 

月岡美登利（SC）   小巻佳人（SSW） 

 

信濃小中学校ホームページでは、

学年便り、校長先生の日記など随時

新しい情報を掲載しています。 


